
 

 

 

 

 

 

第 ３ 章 
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５ 循環型社会の形成に向けて 

（１）ごみに対する基本的な意識について 

 

(1)－１ ごみ減量やリサイクル活動への関心 

      ◇「大いに関心がある」という人が最も多い 
 問 26 あなたは、ごみ減量やリサイクル活動への関心がありますか。(○は１つだけ) 

  

 

 

 

 

 

 

 

ごみ減量やリサイクル活動への関心では、「大いに関心がある」（47.2％）という答えが最も多く、

「少し関心がある」（44.4％）という人も合わせると、90％超を占める。他方、「あまり関心がない」

は 5.8％となっている。 

 

【性別／年齢別】    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「大いに関心がある」は、年齢が高くなるほど割合も高くなっている。逆に「あまり関心がない」

は、年齢が低いほど割合が高くなっている。年齢による関心の違いがうかがえる。 

 性別による大きな違いは見られない。 

あまり関心がない

ｎ＝1459

単位：％

44.4

まったく関心がない 0.4

47.2

5.8

無回答 2.3

少し関心がある
大いに関心がある

47.2

48.1

44.4

43.2

5.8

4.7

6.7

8.6

4.9

0.1

1.1

36.4

64.1

59.2

大いに関心がある

45.9

28.6

40.9

48.1

53.7

少し関心がある

46.2

53.9

50.7

46.0

35.5

29.9

14.9

あまり関心がない

3.4

3.6

2.3

0.3

0.0

0.3

0.4

0.4

0.8

0.4

まったく関心がない

3.4

1.8

2.1

3.1

0.7

1.7

1.9

2.4

2.3

無回答n=1459

全　体　(1459)

男　性　( 636)

女　性　( 790)

20歳代　( 175)

30歳代　( 269)

40歳代　( 225)

50歳代　( 291)

60～64歳( 169)

65歳以上( 298)

単位：％

性

年

齢
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（２）ごみの発生抑制・循環型社会に関する意識について 

 

(2)－１ 日頃のごみに対する意識 

     ◇ごみの問題について「多少意識」しているという人が最も多い 
問 27 あなたの日常生活の中でのごみに対する意識についてお答えください。 

   (○は１つだけ)            

  

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃のごみに対する意識では、「ごみの問題を多少意識」している、という回答が最も多く、６

割強を占める。「常に」ごみ減量のための工夫をしている、という人を合わせ、約８割がごみに対

して何らかの意識・工夫をしていることが分かる。 「ごみのことは意識しない」という人は、1.0％。 

 

(2)－２ ごみを発生させない心がけ 

      ◇「詰め替え製品を買う」という答えが最も多く、７割を超える 
問 28 あなたは、日頃、ごみを発生させないために心がけていることがありますか。 

（○はいくつでも） 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「詰め替え製品を買う」と答えた人が最も多く、70％超を占めている。以下「発泡トレイ等の店

頭回収を利用する」（48.0％）、「不要な包装等は断るようにしている」（40.9％）等が続く。 

無回答 2.2

工夫をしている

常にごみ減量のため

ごみのことは意識しない

ｎ＝1459

単位：％

16.4

わからない 1.3

18.4

60.7

1.0

認識はあるがﾘｻｲｸﾙ等は行ってない

ごみの問題を多少意識している

16.8

6.0

3.0

1.9

1.9

22.3

23.9

27.5

30.0

33.9

40.9

48.0

71.8

0 20 40 60 80 100

詰め替え製品を買う

発泡トレイ等の店頭回収を利用する

不要な包装等は断るようにしている

壊れにくく、長持ちする製品を選ぶ

買い物袋を持参している

使い捨て製品を買わない

不要品も友人等と融通しあう

生ごみ減量のため調理を工夫する

ﾘｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟ･ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄを利用する

ﾚﾝﾀﾙ･ﾘｰｽを利用する

特に心がけてはいない

その他

無回答

単位：％

ｎ=1459
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（３）ごみの分別について 

 

 (3)－１ 資源の分別で意識している物 

     ◇「空きびん」「空き缶」などがよく意識されている 
問 29  あなたが、日頃から資源の分別で意識している物はどれですか（○はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほとんどの品物で分別が意識されており、最も多い「空きびん」で９割、少なめの「はがき類」

でも半数が意識していることが分かる。 

 「特に意識していない」という回答は、1.1％。 

 

また、○を付けた資源物を主にどこへ出していますか。〔 〕内から主なものを選んで下さい。 

［＊以下の各グラフ中、単位：％］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2

3.4

26.4

28.1

48.8

0 10 20 30 40 50

新聞店回収

集団回収

集積所回収

その他

無回答

ｎ=1294
問29-1 新聞

1.0

3.1

24.9

72.9

0 20 40 60 80 100

集積所回収

集団回収

その他

無回答

ｎ=1230
問29-2 ダンボール

71.6

68.3

50.3

1.1

1.1

1.9

72.6

74.8

77.0

84.3

85.3

88.7

89.2

90.0

0 20 40 60 80 100

空きびん

空き缶

新聞

雑誌

ダンボール

ペットボトル

古着・古布

発泡トレイ

雑紙

紙パック

はがき類

その他

特に意識していない

無回答

単位：％ ｎ=1459
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0.7

3.0

28.4

69.9

0 20 40 60 80 100

集積所回収

集団回収

その他

無回答

ｎ=1244

問29-3 雑誌

1.0

3.3

22.8

74.4

0 20 40 60 80 100

集積所回収

集団回収

その他

無回答

ｎ=1045
問29-4 雑紙

1.0

0.7

3.0

10.5

87.4

0 20 40 60 80 100

集積所回収

集団回収

店頭回収

その他

無回答

ｎ=1313

問29-5 空きびん

1.3

0.5

6.6

11.8

83.6

0 20 40 60 80 100

集積所回収

集団回収

店頭回収

その他

無回答

ｎ=1302
問29-6 空き缶

0.5

6.0

16.5

79.1

0 20 40 60 80 100

集積所回収

集団回収

その他

無回答

ｎ=1092
問29-7 古着・古布

0.9

12.6

86.6

0 20 40 60 80 100

拠点回収（市内スーパー等の店舗）

その他

無回答

ｎ=1123
問29-8 ペットボトル
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（４）グリーン購入に対する意識について 
グリーン購入とは、製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して、再生された素材で作られて

いるものやリサイクルがしやすい素材のものなど、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購

入することです。  

（※質問は次のページ） 

 

 

 

 

 

0.7

10.3

20.3

33.6

36.7

0 10 20 30 40 50

拠点回収（公共施設）

店頭回収

集団回収

その他

無回答

ｎ=996
問29-9 紙パック

0.8

3.4

47.6

49.2

0 20 40 60 80 100

集積所回収

店頭回収

その他

無回答

ｎ=1059

問29-10 発泡トレイ

0.1

14.4

27.0

59.3

0 20 40 60 80 100

集積所回収

郵便局

その他

無回答

ｎ=734

問29-11 はがき類
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(4)－１ グリーン購入への心がけ 

      ◇“励行度”が大きく３つに分かれている 
問 30 あなたは、商品を購入する際に、環境にやさしいものを買うようにしていますか。 

(○は１つだけ) 

                       結果がはっきりと分かれ、「できるだけ心がけ

ている」、「値段が安いか同程度なら購入する」、

「特に意識していない」がそれぞれ 30％前後ず

つとなっている。 

                       「いつも心がけている」とした回答は６％弱に

止まっている。 

 

 

 

 

 

 

 (4)－２ グリーン購入で支障を感じること 

      ◇「環境にやさしい商品かわかりにくい」、「一般の製品より 
       割高感がある」など 
問 31 あなたは、環境にやさしい製品を買おうとするとき、何か支障を感じることがありますか。  

(○は１つだけ) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「環境にやさしい商品かわかりにくい」が 34.5％で第１位となっている。 

 次いで「一般の製品より割高感がある」（28.0％）が多く、「特に支障は感じない」という回答は

20％弱で第３位となっている。 

2.1

2.1

0.3

30.0

28.0

31.7

5.9

0 20 40 60 80 100

いつも心がけている

できるだけ心がけている

値段が安いか同程度なら購入する

特に意識していない

その他

わからない

無回答

単位：％

ｎ=1459

3.6

1.0

3.8

9.2

19.9

28.0

34.5

0 20 40 60 80 100

環境にやさしい商品かわかりにくい

一般の製品より割高感がある

特に支障は感じない

わからない

よく行く店に置いていない

その他

無回答

単位：％

ｎ=1459



- 67 - 

６ 地産地消の推進 

（１）地産地消について 

 

(1)－１ 用語「地産地消」の認知度 

      ◇「地産地消」を何らかの形で“知っている”人が約６割 
問 32 「地産地消」とは、地元でとれた生産物を地元で消費するということですが、あなたは、この言

葉の意味をどの程度知っていますか。（○は１つだけ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「意味まで知っている」（28.2％）と「言葉だけ知っている」（27.1％）、及び「具体的な取り組

み例も知っている」（5.3％）を合わせ、“知っている”という回答が 60.6％。他方「知らない」と

いう人は 35.8％。 

 

 

(1)－２ 「地産地消」への関心度 

      ◇７割弱の人が“関心がある” 
問 33 あなたは、「地産地消」に対してどの程度関心がありますか。（○は１つだけ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

「少しは関心がある」と答えた人が半数弱と最も多く、「大いに関心がある」と合わせる（＝“関

心がある”）と 67％に達する。 

 一方、「あまり関心がない」・「まったく関心がない」の合計（＝“関心がない”）の割合は 29.2％。 

 

【性別／年齢別】 

男性よりも女性で“関心がある”人の割合が大きくなっている。また、若年層よりも高年齢層で

“関心がある”人の割合が大きくなっている。（※集計表は次のページ） 

まったく関心がない 6.0

関心がある

23.2

ｎ＝1459

単位：％

19.8

47.2

無回答 3.7

大いに

少しは関心がある

あまり

関心がない

言葉だけは聞いたことが
ある

言葉だけでなく意味も知っ
ている

具体的な取り組み例も
知っている

知らない

無回答

35.8

ｎ＝1459

単位：％

27.1

28.2

3.5

5.3
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＊上段…人数（単位：人）、下段…構成比（単位：％） 

 

 (1)－３ 市内産農畜産物購入の有無 

      ◇市内産のものの購入経験は「ある」という人が多い 
問 34 あなたは、市内産の農畜産物（野菜、果物、花など）を購入（消費）したことがありますか。 

（○は１つだけ） 

  

 

 

 

 

 

「ある」という回答（75.6％）が「ない」という回答の３倍以上を占め、圧倒的に多くなってい

る。 

 

【居住地域別】＊上段…人数（単位：人）、下段…構成比（単位：％） 

  

                          

 

                          「ある」という人の割合は、元八王子・

恩方・川口（西部地域）、由井・北野（東

南部地域）などで、全体よりも大きくな

っている。反対に本庁管内（中央地域）、

由木・由木東・南大沢（東部地域）等で

は、全体より小さい。 

ｎ＝1459

単位：％

21.8

75.6

無回答 2.6

ない

ある

問33 「地産地消」への関心度                                             
全体 大いに関

心がある
少しは関
心がある

あまり関
心がない

まったく
関心がな
い

無回答

合計 1459 289 689 339 88 54
100.0 19.8 47.2 23.2 6.0 3.7

F1   男性 636 110 285 172 47 22
     100.0 17.3 44.8 27.0 7.4 3.5
性   女性 790 170 388 161 41 30
別   100.0 21.5 49.1 20.4 5.2 3.8
F2   20歳代 175 13 64 69 25 4
     100.0 7.4 36.6 39.4 14.3 2.3
年   30歳代 269 29 129 76 29 6
齢   100.0 10.8 48.0 28.3 10.8 2.2
     40歳代 225 45 116 48 11 5
     100.0 20.0 51.6 21.3 4.9 2.2
     50歳代 291 42 146 78 11 14
     100.0 14.4 50.2 26.8 3.8 4.8
     60～64歳 169 60 82 21 1 5
     100.0 35.5 48.5 12.4 0.6 3.0
     65歳以上 298 90 137 42 11 18
     100.0 30.2 46.0 14.1 3.7 6.0

全体 ある ない 無回答

合計 1459 1103 318 38
100.0 75.6 21.8 2.6

F9   本庁管内（中央地 331 232 91 8
     域）           100.0 70.1 27.5 2.4
居   元八王子・恩方・ 237 198 31 8
住   川口（西部地域） 100.0 83.5 13.1 3.4
地   浅川・横山・館 288 221 63 4
域   （西南部地域）   100.0 76.7 21.9 1.4
     加住・石川（北部 110 83 24 3
     地域）         100.0 75.5 21.8 2.7
     由井・北野（東南 216 175 35 6
     部地域）       100.0 81.0 16.2 2.8
     由木・由木東・南 242 171 64 7
     大沢（東部地域） 100.0 70.7 26.4 2.9
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 (1)－４ 農畜産物を購入した場所 

      ◇「スーパー」、「農家の個人直売」、「農産物直売所」など 
（問 34 で「１ ある」とお答えの方に） 

問 34－１ 市内産の農畜産物を購入した場所はどこですか。（○はいくつでも） 

  

                                    

 

 

 

 

 

 

 

「スーパー」という回答が最も多く、６割超を占める。 

次いで多い回答は「農家の個人直売」で、30％台の後半を占めている。第３位は「農産物直売所」。 

 

 (1)－５ 意識して購入しているか 

      ◇“意識している”という人は52.2％、男性より女性が多い 
問 34－２ あなたは、市内の農畜産物を意識して 

購入（消費）していますか。（○は１つだけ） 

                                    

 

 

 

 

 

 

「ときどき意識している」（40.9％）と「あまり意識していない」（39.6％）が僅差で多くなって

いる。「いつも」と「ときどき」を合わせて“意識している”という人が 52.2％、他方、「あまり」

と「まったく」を合算して“意識していない”という人は 47.0％となっている。 

 

【性別／年齢別】＊上段…人数（単位：人）、下段…構成比（単位：％） 

  

 

                          男性よりも女性で、また、年齢が高くな

るにつれて、“意識している”の割合が大

きくなっている傾向が見てとれる。 

 

 

意識している

まったく意識していない

39.6

ｎ＝1103

単位：％

11.3

40.9

無回答 0.7

いつも

ときどき意識している

あまり

意識していない

7.4

0.3

1.9

13.3

14.5

16.3

27.7

36.2

62.6

0 20 40 60 80 100

スーパー

農家の個人直売

農産物直売所

青果店

生協等の共同購入

農畜産物品評会などでの即売会

その他

無回答

単位：％
ｎ=1103

全体 いつも意
識してい
る

ときどき
意識して
いる

あまり意
識してい
ない

まったく
意識して
いない

無回答

合計 1103 125 451 437 82 8
100.0 11.3 40.9 39.6 7.4 0.7

F1   男性 437 40 159 198 38 2
     100.0 9.2 36.4 45.3 8.7 0.5
性   女性 640 82 280 229 43 6
別   100.0 12.8 43.8 35.8 6.7 0.9
F2   20歳代 87 3 25 42 17 0
     100.0 3.4 28.7 48.3 19.5 0.0
年   30歳代 194 8 65 95 25 1
齢   100.0 4.1 33.5 49.0 12.9 0.5
     40歳代 168 13 69 70 15 1
     100.0 7.7 41.1 41.7 8.9 0.6
     50歳代 230 19 100 97 14 0
     100.0 8.3 43.5 42.2 6.1 0.0
     60～64歳 151 27 79 42 2 1
     100.0 17.9 52.3 27.8 1.3 0.7
     65歳以上 248 52 102 81 8 5
     100.0 21.0 41.1 32.7 3.2 2.0
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 (1)－６ 市内産の農畜産物の購入割合 

      ◇約 75％の人は“２割未満” 
問 34－３ あなたがこの１年間に購入した農畜産物のうち、市内産の割合はどのくらいですか。 

（○は１つだけ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

「１割未満」という回答が 47.1％でいちばん多く、「１割以上～２割未満」が 27.3％でそれに続

いている。「５割以上」という回答はわずか 1.5％しか見られない。 

 

 (1)－７ 市内産農畜産物は手に入るか 

  ◇“手に入る”…約 43％、「わからない」…約 30％、「困難」…約 23％ 
問 35  あなたは、市内産農畜産物を欲しいと思ったときに、簡単に手に入れたり、食べたりすること

ができますか。（○は１つだけ） 

  

 

 

 

 

 

 

「わからない」との回答が最も多くなっており（30.4％）、「少し苦労するが手に入る」が僅差で

それに続いている（29.0％）。「簡単に」と「少し苦労するが」を合わせ“手に入る”とする回答は

42.6％である。 

 

【居住地域別】  ＊上段…人数（単位：人）、下段…構成比（単位：％） 

  

 

                               元八王子・恩方・川口（西部

地域）と加住・石川（北部地域）

において、“手に入る”のポイ

ントが高くなっている。 

  

 

 

手に入れることは

30.4

ｎ＝1459

単位：％

13.6

29.0

無回答 3.7

23.4

簡単に手に入る

少し苦労するが

手に入る

困難である

わからない

1.7

1.5

5.8

16.6

27.3

47.1

0 20 40 60 80 100

１割未満

１割以上～２割未満

２割以上～３割未満

３割以上～５割未満

５割以上

無回答

単位：％

ｎ=1103

全体 簡単に手
に入る

少し苦労
するが手
に入る

手に入れ
ることは
困難であ
る

わからな
い

無回答

合計 1459 198 423 341 443 54
100.0 13.6 29.0 23.4 30.4 3.7

F9   本庁管内（中央地 331 35 82 81 122 11
     域）           100.0 10.6 24.8 24.5 36.9 3.3
居   元八王子・恩方・ 237 49 92 36 50 10
住   川口（西部地域） 100.0 20.7 38.8 15.2 21.1 4.2
地   浅川・横山・館 288 34 82 76 84 12
域   （西南部地域）   100.0 11.8 28.5 26.4 29.2 4.2
     加住・石川（北部 110 26 31 19 30 4
     地域）         100.0 23.6 28.2 17.3 27.3 3.6
     由井・北野（東南 216 28 65 57 59 7
     部地域）       100.0 13.0 30.1 26.4 27.3 3.2
     由木・由木東・南 242 20 63 64 87 8
     大沢（東部地域） 100.0 8.3 26.0 26.4 36.0 3.3
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 (1)－８ 手に入りにくい理由 

      ◇「どこに行けばあるのか分からない」、「近くの店で欲しい物が
売っていない」が多い 

（問 35 で「３ 手に入れることは困難である」と答えた方に） 

問 35－１ どのような理由で、手に入りにくいですか。（○はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「どこに行けばあるのか分からない」という理由（52.8％）が最も多く、僅差で「近くの店で欲

しい物が売っていない」という理由（51.9％）が続いている。第３位は「近くに農産物直売所がな

い」（45.2％）。 

 

【居住地域別】 

＊上段…人数（単位：人）、下段…構成比（単位：％） 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

本庁管内（中央地域）及び由木・由木東・南大沢（東部地域）では「どこに行けばあるのか分か

らない」という選択肢のポイントが高く、加住・石川（北部地域）では「近くに農産物直売所がな

い」のポイントが高くなっている。また本庁管内（中央地域）では、「市内産の表示がない」の選

択肢のポイントも、市全体よりもかなり高くなっている。 

 浅川・横山・館（西南部地域）で市全体と比べてポイントが高くなっているのは、「近くの店で

欲しい物が売っていない」。 

0.9

2.1

16.1

45.2

51.9

52.8

0 20 40 60 80 100

どこに行けばあるのか分からない

近くの店で欲しい物が売っていない

近くに農産物直売所がない

市内産の表示がない

その他

無回答

単位：％

ｎ=341

全体 近くの店
で欲しい
物が売っ
ていない

近くに農
産物直売
所がない

どこに行
けばある
のか分か
らない

市内産の
表示がな
い

その他 無回答

合計 341 177 154 180 55 7 3
100.0 51.9 45.2 52.8 16.1 2.1 0.9

F9   本庁管内（中央地 81 47 40 46 19 0 0
     域）           100.0 58.0 49.4 56.8 23.5 0.0 0.0
居   元八王子・恩方・ 36 16 12 17 4 1 0
住   川口（西部地域） 100.0 44.4 33.3 47.2 11.1 2.8 0.0
地   浅川・横山・館 76 43 36 38 14 0 2
域   （西南部地域）   100.0 56.6 47.4 50.0 18.4 0.0 2.6
     加住・石川（北部 19 7 11 7 0 1 0
     地域）         100.0 36.8 57.9 36.8 0.0 5.3 0.0
     由井・北野（東南 57 30 24 28 6 3 1
     部地域）       100.0 52.6 42.1 49.1 10.5 5.3 1.8
     由木・由木東・南 64 32 26 38 12 2 0
     大沢（東部地域） 100.0 50.0 40.6 59.4 18.8 3.1 0.0
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 (1)－９ 購入する農畜産物の他産地との価格差 

◇「安くなければ購入しない」から「２割未満」までで、９割近くを占める 
問 36 あなたは、市内産の農畜産物が他産地より価格が高い場合、価格差がいくらであれば購入します

か。（○は１つだけ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「１割未満」とする回答が最も多く（35.4％）、第２位は「安くなければ購入しない」が僅差で

続いている（31.7％）。 

 「１割以上～２割未満」（20.6％）も合わせると、「安くなければ購入しない」から、価格差があ

っても“２割未満”ならば購入するという人までで 87.7％を占めていることが分かる。 

 

 

 (1)－10 地産地消推進の取り組み 

      ◇「安全」、「新鮮で美味しい」、「安い」農畜産物の提供が重要 
問 37 「地産地消」を推進していくために、今後どのような取り組みが重要であると思いますか。 

（○は３つまで） 

  

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要と思う取り組みとして、「安全な農畜産物の提供」（57.6％）、「新鮮で美味しい農畜産物の

提供」（53.4％）、「安い農畜産物の提供」（40.8％）などが挙げられている。 

6.4

31.7

0.7

1.4

3.7

20.6

35.4

0 20 40 60 80 100

１割未満

１割以上～２割未満

２割以上～３割未満

３割以上～５割未満

５割以上

安くなければ購入しない

無回答

単位：％

ｎ=1459

5.7

3.6

3.2

2.3

1.6

1.5

3.8

8.9

11.9

21.0

26.7

29.1

40.8

53.4

57.6

0 20 40 60 80 100

安全な農畜産物の提供

新鮮で美味しい農畜産物の提供

安い農畜産物の提供

量販店におけるインショップの充実

旬を大切にした農畜産物の提供

市内産農畜産物の直売所の整備

市内産農畜産物の学校給食での利用

市や農協などのＰＲ

生産者と消費者の交流機会の充実

地産地消に関するｲﾍﾞﾝﾄや情報提供

食品産業での利用促進

市内産農畜産物活用の飲食店の充実

伝統料理、食文化の紹介

その他

無回答

単位：％

ｎ=1459
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（２）学校給食について 

 

(2)－１ 給食への地元生産物の利用 

      ◇“進めてほしい”という意見が８割超に達する 
問 38 地産地消の推進策の一つとして「学校給食への地元生産物の利用促進」がありますが、これにつ

いてあなたはどう思いますか。（○は１つだけ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

「積極的に進めてほしい」とする意見が最も多く、過半数を占めている。 

 なお、「どちらかといえば進めてほしい」も合わせると（＝“進めてほしい”）、８割超に達する。 

 

【居住地域別】 

＊上段…人数（単位：人）、下段…構成比（単位：％） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

由木・由木東・南大沢（東部地域）では、「積極的に進めてほしい」の割合は他地域とあまり変

わりがなく、「どちらかといえば進めてほしい」の割合が比較的小さいため、その結果、両方を合

わせた“進めてほしい”のポイントが他の地域や市全体と比べて低くなっている。また「現状のま

までよい」のポイントが他の地域や市全体より高くなっている。 

 

 

積極的に進めてほし
い

どちらかといえば進め
てほしい

現状のままでよい

必要はない

無回答

2.5

9.2

ｎ＝1459

単位：％

52.3

29.6

6.4

全体 積極的に
進めてほ
しい

どちらか
といえば
進めてほ
しい

現状のま
までよい

必要はな
い

無回答

合計 1459 763 432 134 36 94
100.0 52.3 29.6 9.2 2.5 6.4

F9   本庁管内（中央地 331 169 105 36 7 14
     域）           100.0 51.1 31.7 10.9 2.1 4.2
居   元八王子・恩方・ 237 130 71 14 7 15
住   川口（西部地域） 100.0 54.9 30.0 5.9 3.0 6.3
地   浅川・横山・館 288 151 90 24 5 18
域   （西南部地域）   100.0 52.4 31.3 8.3 1.7 6.3
     加住・石川（北部 110 63 26 11 1 9
     地域）         100.0 57.3 23.6 10.0 0.9 8.2
     由井・北野（東南 216 112 68 15 8 13
     部地域）       100.0 51.9 31.5 6.9 3.7 6.0
     由木・由木東・南 242 125 60 31 7 19
     大沢（東部地域） 100.0 51.7 24.8 12.8 2.9 7.9
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 (2)－２ 市内産農畜産物の利用で期待すること 

      ◇「顔の見える関係で提供される安心感」と「市内産農畜産物の
消費拡大」に期待 

問 39 本市の学校給食において、市内産農畜産物を利用することにより何を期待しますか。 

（○は３つまで） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「顔の見える関係で提供される（ことによる）安心感」（57.6％）と「市内産農畜産物の消費拡

大」（57.2％）が多く挙げられている。 

 「子供に対する教育効果」は 41.9％。 

 

 

（３）農産物直売所について 

 

(3)－１ 農産物直売所の認知度 

      ◇「知っていて買い物もしている」が約４割で、最も多い 
問 40 市内には、農家の方々が生産した新鮮な野菜などを販売している農産物の直売所がありますが、

あなたは農産物直売所を知っていますか。(○は１つだけ) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「知っている。買い物もしている」が約４割と最も多いが、「知らない」（35.0％）も僅差で続い

ている。 

 また、60％超の人が農産物直売所のことを“知っている”ことが分かる。 

 

買ったことはない

買い物も

2.1

35.0

ｎ＝1459

単位：％

39.8

23.0

知っている。

している

知っているが、

知らない

6.8

3.2

28.5

41.9

57.2

57.6

0 20 40 60 80 100

顔の見える関係で提供される安心感

市内産農畜産物の消費拡大

子供に対する教育効果

生産者との交流

その他

無回答

単位：％

ｎ=1459
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【居住地域別】 

＊上段…人数（単位：人）、下段…構成比（単位：％） 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

元八王子・恩方・川口（西部地域）及び加住・石川（北部地域）において、「知っている。買い

物もしている」のポイントが高くなっており、市全体を 15 ポイント以上上回っている。 

 「知らない」は浅川・横山・館（西南部地域）及び本庁管内（中央地域）で多くなっており、市

全体を約 10 ポイント上回っている。 

 

 

 (3)－２ 直売所で購入する頻度 

      ◇「年に数回程度」という人が最も多い 
 （問 40 で、「１ 知っている。買い物もしている」とお答えの方に） 

問 40－１ 農産物直売所で購入する頻度はどのくらいですか。（○は１つだけ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「年に数回程度」という回答が最も多く（44.4％）、半数近くを占めている。 

 次いで多いのは「週に１回程度」（25.1％）で、第３位は「月に１回程度」（22.7％）。 

 

全体 知ってい
る。買い
物もして
いる

知らない 知ってい
るが、
買ったこ
とはない

無回答

合計 1459 581 511 336 31
100.0 39.8 35.0 23.0 2.1

F9   本庁管内（中央地 331 106 146 70 9
     域）           100.0 32.0 44.1 21.1 2.7
居   元八王子・恩方・ 237 146 38 45 8
住   川口（西部地域） 100.0 61.6 16.0 19.0 3.4
地   浅川・横山・館 288 96 130 58 4
域   （西南部地域）   100.0 33.3 45.1 20.1 1.4
     加住・石川（北部 110 61 24 23 2
     地域）         100.0 55.5 21.8 20.9 1.8
     由井・北野（東南 216 83 64 65 4
     部地域）       100.0 38.4 29.6 30.1 1.9
     由木・由木東・南 242 74 98 67 3
     大沢（東部地域） 100.0 30.6 40.5 27.7 1.2

2.2

4.5

44.4

22.7

25.1

1.0

0 20 40 60 80 100

ほぼ毎日

週に１回程度

月に１回程度

年に数回程度

わからない

無回答

単位：％

ｎ=581
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 (3)－３ 直売所で購入する理由 

      ◇「新鮮」、「旬のものが手に入る」から 
問 40－２ 農産物直売所で購入する理由は何ですか。（○はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新鮮」だから、とした回答が最も多く、８割超を占めている。 

 次いで多い回答は、半数近くを占める「旬のものが手に入る」（49.7％）。 

 第３位は「価格が安い」（38.6％）。 

 

 

(3)－４ 直売所で購入する品目 

      ◇「野菜」が圧倒的に多い 第２位は「果物」 
問 40－３ 農産物直売所で購入する品目は何ですか。（○はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「野菜」という答えが圧倒的に多く、97.1％を占めている。 

 第２位は「果物」（20.8％）で、第３位は「花・鉢物」（18.1％）となっている。 

1.4

3.3

8.4

21.9

32.0

36.5

38.6

49.7

83.3

0 20 40 60 80 100

新鮮

旬のものが手に入る

価格が安い

美味しい

生産者がわかり安心

安全

生産者と交流ができる

その他

無回答

単位：％

ｎ=581

0.5

1.4

97.1

20.8

18.1

6.4

3.3

3.1

2.6

2.1

0 20 40 60 80 100

野菜

果物

花・鉢物

加工品

豆類

その他

牛乳

米

肉類

無回答

単位：％

ｎ=581
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 (3)－５ 直売所で購入する金額 

      ◇「５００円以上～１千円未満」の購入金額が最も多い 
問 40－４ 農産物直売所で購入する１回あたりの購入金額はどのくらいですか。 

（○は１つだけ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「５００円以上～１千円未満」との回答がいちばん多く（39.9％）、「５００円未満」（29.6％）

がそれに続いている。「１千円以上～３千円未満」も合算し、“３千円未満”までの選択肢で、全体

の 95.5％を占める。 

 

 

 (3)－６ 直売所を利用しない理由 

      ◇「近くにない」、「場所がよく分からない」から 
（問 40 で「３ 名称は知っているが、買い物はしたことがない」とお答えの方に） 

問 40－５ 農産物直売所を利用しない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

  

                                       

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「近くにない」からという回答が最も多く６割弱を占めている。 

 次いで多いのが半数弱の「場所がよく分からない」。 

1.4

0.3

0.7

2.1

26.0

39.9

29.6

0 20 40 60 80 100

500円未満

500円以上～１千円未満

１千円以上～３千円未満

３千円以上～５千円未満

５千円以上～１万円未満

１万円以上

無回答

単位：％

ｎ=581

2.4

1.8

2.1

6.8

11.6

12.5

14.6

15.8

16.7

47.6

59.5

0 20 40 60 80 100

近くにない

場所がよく分からない

駐車場などの施設整備が不十分

価格が安いとは限らない

販売品目が少ない

季節や日によって不安定

品質がよいとは限らない

その他

規格が不揃い

サービス・接客が悪い

無回答

単位：％

ｎ=336
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（４）道の駅に併設する大型農産物直売所について 
※「道の駅」とは、道路を快適に利用できるようにという発想から生まれ、休憩のためのパーキングエ

リアとして、また、地域の文化や歴史､名所や特産物などの魅力を紹介する情報発信基地として、地

域住民と道路を利用する人々をつなぐ地域に根ざしたふれあいの場所です。 

(4)－１ 道の駅の利用意向 

      ◇“利用したい”人が７割弱 
問 41 市では、加住地域に道の駅を整備し、大型農産物直売所を整備する予定ですが、あなたは利用し

たいと思いますか。（○は１つだけ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「機会があれば利用したい」という人が半数弱（49.7％）で、最も多くなっている。次いで多い

のは「あまり利用しないと思う」（22.3％）で、「是非利用したい」は 18.3％である。「是非」と「機

会があれば」を合わせ“利用したい”と答えた人の割合は 68.0％。 

 

【居住地域別】 

＊上段…人数（単位：人）、下段…構成比（単位：％） 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

「是非利用したい」のポイントは加住・石川（北部地域）で圧倒的に高く、また、元八王子・恩

方・川口（西部地域）や本庁管内（中央地域）でもやや高くなっている。 

 「機会があれば利用したい」は浅川・横山・館（西南部地域）でポイントが高く、市全体を 4.5

ポイント上回っている。 

6.2

22.3

ｎ＝1459

単位：％

18.3

49.7

無回答 3.4

是非

利用したい

機会があれば利用したい

あまり利用

しないと思う

わからない

全体 是非利用
したい

機会があ
れば利用
したい

あまり利
用しない
と思う

わからな
い

無回答

合計 1459 267 725 326 91 50
100.0 18.3 49.7 22.3 6.2 3.4

F9   本庁管内（中央地 331 63 152 85 20 11
     域）           100.0 19.0 45.9 25.7 6.0 3.3
居   元八王子・恩方・ 237 48 113 46 16 14
住   川口（西部地域） 100.0 20.3 47.7 19.4 6.8 5.9
地   浅川・横山・館 288 43 156 58 21 10
域   （西南部地域）   100.0 14.9 54.2 20.1 7.3 3.5
     加住・石川（北部 110 37 50 18 3 2
     地域）         100.0 33.6 45.5 16.4 2.7 1.8
     由井・北野（東南 216 33 109 54 13 7
     部地域）       100.0 15.3 50.5 25.0 6.0 3.2
     由木・由木東・南 242 39 127 58 13 5
     大沢（東部地域） 100.0 16.1 52.5 24.0 5.4 2.1
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 (4)－２ 直売所に期待する品目 

      ◇「野菜」（９割超）、「果物」（７割５分）の答えが多い 
（問 41 で「１ 是非利用したい」または「２ 機会があれば利用したい」とお答えの方に） 

問 41－１ あなたは、道の駅に併設する大型農産物直売所にどんな品物があれば買いに行きますか。

（○はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「野菜」という回答が圧倒的に多く 90％超を占めている。 

 次いで「果物」という答えが多く（75.2％）、「食肉・卵」、「花」などがそれに続いている。 

 

 

 (4)－３ 八王子のイメージの品物 

◇八王子のお土産＝「絹織物」、「和菓子」、「農産物・果物」等のイメージ 
問 42 道の駅に併設する大型農産物直売所で八王子関連の特産品を販売することも検討しているとこ

ろですが、あなたが八王子のお土産としてイメージするのはどんな品物ですか。（○はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

半分弱が「絹織物」を回答している。 

 次いで「和菓子」（35.9％）、「農産物・果物」（33.8％）が多く挙げられ、さらに「酒類」（18.8％）

等がそれらに続いている。 

1.9

2.0

13.2

21.9

28.4

45.7

47.7

75.2

92.7

0 20 40 60 80 100

野菜

果物

食肉・卵

花

姉妹都市の特産品

加工品

ネクタイなどの八王子市の特産品

その他

無回答

単位：％

ｎ=992

11.9

4.7

4.9

9.0

15.6

18.8

33.8

35.9

48.5

0 20 40 60 80 100

絹織物

和菓子

農産物・果物

酒類

農産物加工品

工芸品

その他

洋菓子

無回答

単位：％

ｎ=1459
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７ 市政選挙 

 

（１）市政選挙への関心の有無 

   ◇“関心があった”という人約55％、“関心がなかった”人約37％ 
問 43 平成１５年４月に市議会議員選挙が、１６年１月に市長選挙がありましたが、あなたはこの選挙

に関心がありましたか。(○は１つだけ) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「少しは関心があった」（33.4％）との回答が最も多いが、第２位には「あまり関心がなかった」

（28.2％）が入っている。 

 「かなり」と「少しは」を合わせて“関心があった”とする人の割合は 54.5％、「あまり」と「ま

ったく」を合算して“関心がなかった”とする人の割合は 36.9％となっている。 

 

 

【性別／年齢別】 

                 ＊上段…人数（単位：人）、下段…構成比（単位：％） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かなり関心があった」という回答は女性より男性のポイントが高く、また年齢が上昇するほど

割合が大きくなっている。「どちらともいえない」は女性が男性より 3.2 ポイント高い。 

2.8

2.2

3.6

8.7

28.2

33.4

21.1

0 10 20 30 40 50

かなり関心があった

少しは関心があった

あまり関心がなかった

まったく関心がなかった

どちらともいえない

わからない、答えたくない

無回答

単位：％

ｎ=1459

全体 かなり関
心があっ
た

少しは関
心があっ
た

あまり関
心がな
かった

まったく
関心がな
かった

どちらと
もいえな
い

わからな
い、答え
たくない

無回答

合計 1459 308 487 411 127 53 32 41
100.0 21.1 33.4 28.2 8.7 3.6 2.2 2.8

F1   男性 636 147 211 177 57 11 11 22
     100.0 23.1 33.2 27.8 9.0 1.7 1.7 3.5
性   女性 790 152 266 227 67 39 21 18
別   100.0 19.2 33.7 28.7 8.5 4.9 2.7 2.3
F2   20歳代 175 18 48 66 27 10 6 0
     100.0 10.3 27.4 37.7 15.4 5.7 3.4 0.0
年   30歳代 269 33 87 84 41 10 11 3
齢   100.0 12.3 32.3 31.2 15.2 3.7 4.1 1.1
     40歳代 225 30 82 70 23 11 2 7
     100.0 13.3 36.4 31.1 10.2 4.9 0.9 3.1
     50歳代 291 53 106 94 15 8 6 9
     100.0 18.2 36.4 32.3 5.2 2.7 2.1 3.1
     60～64歳 169 52 55 43 7 7 0 5
     100.0 30.8 32.5 25.4 4.1 4.1 0.0 3.0
     65歳以上 298 111 102 46 11 5 7 16
     100.0 37.2 34.2 15.4 3.7 1.7 2.3 5.4
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（２）選挙に関心を持った理由 

   ◇「身近な暮らしをよくしたい」から・「関心を持つのが当然だから」 
（問43で、「１ かなり関心があった」または「２ 少しは関心があった」とお答えの方に） 

問 43－１ あなたがこれらの選挙に関心を持った主な理由は何ですか。(○は１つだけ) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「身近な暮らしをよくしたいと思った」から（第１位・51.6％）、「日頃から関心を持つのは当然

だから」（第２位・39.6％）という答えが多くなっている。 

 

 

（３）選挙で実際に投票に行ったか 

   ◇「ふたつとも行った」という回答が過半数 
問 44 あなたは、その市議会議員選挙や市長選挙で投票に行きましたか。 

(○は１つだけ) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふたつとも行った」との回答が 55.4％と最も多いが、２番目に多いのは「ふたつとも行かなか

った」（21.6％）となっている。 

 いずれか一方だけ行ったという人の中では、「市議会議員選挙だけ」という人（11.3％）の方が、

「市長選挙だけ」という人（3.7％）よりも多い。 

 

1.6

0.6

2.1

4.4

39.6

51.6

0 20 40 60 80 100

身近な暮らしをよくしたいと思った

日頃から関心を持つのは当然だから

候補者の熱心さに心をひかれた

その他

わからない

無回答

単位：％

ｎ=795

4.6

3.4

21.6

3.7

11.3

55.4

0 20 40 60 80 100

ふたつとも行った

市議会議員選挙だけ行った

市長選挙だけ行った

ふたつとも行かなかった

答えたくない

無回答

単位：％

ｎ=1459
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【性別／年齢別／居住地域別】 

＊上段…人数（単位：人）、下段…構成比（単位：％） 

  

 

                             

                             

                              

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふたつとも行った」の割合が、男性で女性よりも大きく、約５ポイントの差がみられる。 

 年齢別でみると、20 歳代では「ふたつとも行かなかった」の割合が最も大きく（39.4％）、「ふた

つとも行った」（36.0％）を上回るが、「ふたつとも行った」は年齢の上昇とともに割合を増し、60

～64 歳と 65 歳以上では 70％を超えている。 

居住地域別では、由木・由木東・南大沢（東部地域）で「ふたつとも行った」のポイントが他の

地域や市全体より低く、「ふたつとも行かなかった」のポイントが高くなっている。 

 

 

全体 ふたつと
も行った

市議会議
員選挙だ
け行った

市長選挙
だけ行っ
た

ふたつと
も行かな
かった

答えたく
ない

無回答

合計 1459 808 165 54 315 50 67
100.0 55.4 11.3 3.7 21.6 3.4 4.6

F1   男性 636 370 64 23 140 16 23
     100.0 58.2 10.1 3.6 22.0 2.5 3.6
性   女性 790 421 100 30 170 31 38
別   100.0 53.3 12.7 3.8 21.5 3.9 4.8
F2   20歳代 175 63 20 12 69 8 3
     100.0 36.0 11.4 6.9 39.4 4.6 1.7
年   30歳代 269 118 34 8 84 10 15
齢   100.0 43.9 12.6 3.0 31.2 3.7 5.6
     40歳代 225 118 31 10 48 11 7
     100.0 52.4 13.8 4.4 21.3 4.9 3.1
     50歳代 291 158 46 9 56 11 11
     100.0 54.3 15.8 3.1 19.2 3.8 3.8
     60～64歳 169 119 13 5 24 3 5
     100.0 70.4 7.7 3.0 14.2 1.8 3.0
     65歳以上 298 217 20 9 28 4 20
     100.0 72.8 6.7 3.0 9.4 1.3 6.7
F9   本庁管内（中央地 331 178 42 11 65 18 17
     域）           100.0 53.8 12.7 3.3 19.6 5.4 5.1
居   元八王子・恩方・ 237 134 36 11 43 6 7
住   川口（西部地域） 100.0 56.5 15.2 4.6 18.1 2.5 3.0
地   浅川・横山・館 288 160 26 13 67 6 16
域   （西南部地域）   100.0 55.6 9.0 4.5 23.3 2.1 5.6
     加住・石川（北部 110 65 11 3 23 2 6
     地域）         100.0 59.1 10.0 2.7 20.9 1.8 5.5
     由井・北野（東南 216 133 21 8 40 7 7
     部地域）       100.0 61.6 9.7 3.7 18.5 3.2 3.2
     由木・由木東・南 242 120 26 7 68 9 12
     大沢（東部地域） 100.0 49.6 10.7 2.9 28.1 3.7 5.0
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（４）投票に行った主な理由 

   ◇「地域を良くするために投票は大切」だと思うから、が最多 
（問 44 で、「１ ふたつとも行った」「２ 市議会議員選挙だけ行った」「３ 市長選挙だけ行っ

た」とお答えの方に） 

問 44－1 あなたが投票に行かれた主な理由は、次のどれですか。（○はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域を良くするために投票は大切」だと思うから、との回答が最も多くなっている（60.5％）。 

 第２位は「投票することは国民の義務である」と思うから（53.6％）。 

 

2.7

1.3

1.1

0.3

1.5

4.6

5.9

17.8

18.1

24.0

38.3

53.6

60.5

0 20 40 60 80 100

地域を良くするために投票は大切

投票することは国民の義務である

投票することは国民の権利である

議員になってほしい候補者がいた

支持政党推薦人を当選させたかった

市長になってほしい候補者がいた

当選させたくない候補者がいた

知人等に投票を薦められた

まわりや家族が行くからなんとなく

投票率向上が話題となったから

その他

わからない

無回答

単位：％

ｎ=1027
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（５）投票に行かなかった主な理由 

   ◇「適当な候補者がいなかった」、「候補者の政策等がわからなかった」
など 

（問44で、「２ 市議会議員選挙だけ行った」「３ 市長選挙だけ行った」「４ ふたつとも行かな

かった」とお答えの方に） 

問 44－2 あなたがふたつとも、またはどちらか、投票に行かなかった主な理由は次のどれですか。（○

はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「適当な候補者がいなかった」こと（26.8％）、「候補者の政策等がわからなかった」こと（25.8％）、

「仕事や商売が忙しく時間がなかった」こと（19.9％）などが多く挙げられている。 

 

7.9

6.4

6.2

5.8

2.4

1.5

0.6

6.7

8.1

8.4

8.8

11.8

17.4

19.9

25.8

26.8

0 10 20 30

適当な候補者がいなかった

候補者の政策等がわからなかった

仕事や商売が忙しく時間がなかった

選挙によって暮らしは良くならない

その他

投票所へ行くのが面倒だった

支持する人の当選がほぼ確実だった

市の政治や選挙には関心がない

自分一人行かなくても影響はない

選挙よりも重要な予定があった

旅行やレジャーに出かけていた

病気やケガのため行けなかった

投票所が遠かった

天気が悪かった（寒かった）

わからない

無回答

単位：％

ｎ=534
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（６）選挙のことをどこで知ったか 

   ◇「選挙公報」、「市の広報紙（選挙特集号）」、「候補者のポスター」を
通じて、が多い 

問 45 あなたは、市議会議員選挙や市長選挙が行われることをどこで知りましたか。（○はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「選挙公報」という答えが 40％台後半（47.5％）で最も多く、第２、３位には 45％台の「市の

広報紙（選挙特集号）」（45.5％）、「候補者のポスターを見て」（45.2％）がそれぞれ入っている。 

 

 

2.9

1.7

1.3

1.2

1.2

0.9

4.3

7.0

12.2

12.6

32.8

42.0

45.2

45.5

47.5

0 20 40 60 80 100

選挙公報

市の広報紙

候補者のポスターを見て

投票所入場整理券を受け取って

選挙運動を見たり聞いたりして

新聞の広告

家族・友人・知人から聞いて

広報宣伝車のキャンペーン

選挙管理委員会のｷｬﾝﾍﾟｰﾝ等を見て

選挙があったことを知らなかった

懸垂幕・横断幕を見て

ＣＡＴＶの放送を見て

その他

八王子駅前河川情報板を見て

無回答

単位：％

ｎ=1459
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（７）投票率を上げるための改善策 

   ◇「候補者に公約を守らせるような仕組みをつくる」との回答が最多 
問 46 投票率を上げるために、これまで投票時間の延長や不在者投票をしやすくするなど改善が行われ

てきましたが、さらに投票率を上げるための改善策として、あなたの考えに最も近いものはどれです

か。（○は３つまで） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「候補者に公約を守らせる仕組みをつくる」という回答がいちばん多くみられる（31.0％）。 

 以下、「投票所を駅やコンビニエンスストアなど行きやすい場所に設置する」（29.6％）、「期日

前投票の場所・時間の拡大」（29.1％）、「インターネット等で投票できるようにする」（26.3％）な

どの答えが多く挙げられている。 

 

7.3

7.3

7.2

7.0

5.5

4.6

4.0

3.4

5.0

8.4

9.9

11.0

16.4

26.3

29.1

29.6

31.0

0 10 20 30 40

公約を守らせる仕組みをつくる

投票所を行きやすい場所に設置する

期日前投票の場所・時間の拡大

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等で投票できるようにする

郵便投票の条件を緩和する

当日の投票時間をさらに延長する

選挙についての学校教育を充実する

選挙啓発活動をより積極的に進める

投票を土曜日に設定する

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの選挙運動等を可能にする

政策討論会ができるようにする

電子投票システムを導入する

その他

このままで良い

選挙権の年齢を18歳に下げる

わからない

無回答

単位：％

ｎ=1459
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【性別／年齢別／居住地域別】      ＊上段…人数（単位：人）、下段…構成比（単位：％） 

                    ※「わからない」・無回答を除く 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

「電子投票システムを導入する」、「政策討論会ができるようにする」などの選択肢は、女性より

も男性で多くの支持を得ている。他方、「投票所を行きやすい場所に設置する」、「郵便投票の条件

を緩和する」等の選択肢については、男性よりも女性に多くの支持を得ている。 

「候補者に公約を守らせる仕組みをつくる」は、すべての年代層でまんべんなく支持されている

ことが分かる。 

20 歳代から 40 歳代までの人では、「投票所を行きやすい場所に設置する」や「インターネット等

で投票できるようにする」のポイントが、全体や他の年齢層と比べてかなり高くなっている。 

加住・石川（北部地域）では、「郵便投票の条件を緩和する」、「当日の投票時間をさらに延長す

る」のポイントが、市全体や他の地域と比べて高くなっている。 

 由井・北野（東南部地域）では、「投票所を行きやすい場所に設置する」、「インターネット等で

投票できるようにする」のポイントが高くなっている。 

 由木・由木東・南大沢（東部地域）では「インターネットの選挙運動等を可能にする」のポイン

トが、市全体のほぼ２倍近くと、高くなっている。 

全体 当日の投
票時間を
さらに延
長する

投票を土
曜日に設
定する

期日前投
票の場
所・時間
の拡大

電子投票
システム
を導入す
る

投票所を
行きやす
い場所に
設置する

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
等で投票
できるよ
うにする

郵便投票
の条件を
緩和する

政策討論
会ができ
るように
する

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
の選挙運
動等を可
能にする

公約を守
らせる仕
組みをつ
くる

選挙につ
いての学
校教育を
充実する

合計 1459 161 106 425 102 432 383 240 105 106 453 145
100.0 11.0 7.3 29.1 7.0 29.6 26.3 16.4 7.2 7.3 31.0 9.9

F1   男性 636 70 50 191 55 177 165 96 67 51 218 60
     100.0 11.0 7.9 30.0 8.6 27.8 25.9 15.1 10.5 8.0 34.3 9.4
性   女性 790 87 53 226 43 244 210 141 35 55 226 85
別   100.0 11.0 6.7 28.6 5.4 30.9 26.6 17.8 4.4 7.0 28.6 10.8
F2   20歳代 175 28 14 49 10 67 69 26 8 20 57 23
     100.0 16.0 8.0 28.0 5.7 38.3 39.4 14.9 4.6 11.4 32.6 13.1
年   30歳代 269 20 22 79 21 109 118 48 11 36 78 19
齢   100.0 7.4 8.2 29.4 7.8 40.5 43.9 17.8 4.1 13.4 29.0 7.1
     40歳代 225 23 10 64 14 75 85 33 16 25 73 24
     100.0 10.2 4.4 28.4 6.2 33.3 37.8 14.7 7.1 11.1 32.4 10.7
     50歳代 291 30 19 99 14 89 51 50 23 18 94 20
     100.0 10.3 6.5 34.0 4.8 30.6 17.5 17.2 7.9 6.2 32.3 6.9
     60～64歳 169 22 10 52 14 33 21 31 15 3 51 23
     100.0 13.0 5.9 30.8 8.3 19.5 12.4 18.3 8.9 1.8 30.2 13.6
     65歳以上 298 33 30 75 23 48 31 49 28 4 92 35
     100.0 11.1 10.1 25.2 7.7 16.1 10.4 16.4 9.4 1.3 30.9 11.7
F9   本庁管内（中央地 331 37 21 108 23 105 85 51 28 23 104 29
     域）           100.0 11.2 6.3 32.6 6.9 31.7 25.7 15.4 8.5 6.9 31.4 8.8
居   元八王子・恩方・ 237 32 13 66 18 60 39 41 14 15 73 28
住   川口（西部地域） 100.0 13.5 5.5 27.8 7.6 25.3 16.5 17.3 5.9 6.3 30.8 11.8
地   浅川・横山・館 288 32 24 83 17 79 57 42 25 12 95 33
域   （西南部地域）   100.0 11.1 8.3 28.8 5.9 27.4 19.8 14.6 8.7 4.2 33.0 11.5
     加住・石川（北部 110 16 10 31 6 31 31 27 3 4 34 8
     地域）         100.0 14.5 9.1 28.2 5.5 28.2 28.2 24.5 2.7 3.6 30.9 7.3
     由井・北野（東南 216 23 15 64 21 77 74 30 14 15 58 21
     部地域）       100.0 10.6 6.9 29.6 9.7 35.6 34.3 13.9 6.5 6.9 26.9 9.7
     由木・由木東・南 242 19 21 68 14 72 87 42 19 35 78 24
     大沢（東部地域） 100.0 7.9 8.7 28.1 5.8 29.8 36.0 17.4 7.9 14.5 32.2 9.9

選挙啓発
活動をよ
り積極的
に進める

選挙権の
年齢を18
歳に下げ
る

その他 このまま
で良い

122 59 80 67
8.4 4.0 5.5 4.6
60 31 49 33
9.4 4.9 7.7 5.2
62 24 30 33
7.8 3.0 3.8 4.2
7 5 11 2
4.0 2.9 6.3 1.1
11 7 13 5
4.1 2.6 4.8 1.9
12 11 14 7
5.3 4.9 6.2 3.1
33 10 17 10
11.3 3.4 5.8 3.4
22 7 12 13
13.0 4.1 7.1 7.7
37 18 12 29
12.4 6.0 4.0 9.7
35 16 15 12
10.6 4.8 4.5 3.6
22 11 19 12
9.3 4.6 8.0 5.1
25 6 16 18
8.7 2.1 5.6 6.3
8 4 3 5
7.3 3.6 2.7 4.5
19 6 11 11
8.8 2.8 5.1 5.1
12 14 15 6
5.0 5.8 6.2 2.5
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８ スポーツ振興の推進 

 

（１）運動・スポーツを行う場所や機会 

   ◇「個人で自由に運動している」、「全く運動していない」が多い 
問 47 あなたは、どのような場所や機会で、どのくらい運動･スポーツを行っていますか。      

あてはまる番号に全て○をつけ、実施回数を下の欄から選び、その数字を記入してください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

場所や機会としては、「個人で自由に運動している」という人が圧倒的に多く、45.9％を占めて

いる。 

 次いで多いのは「全く運動していない」の 28.4％となっている。 

 

 

【頻度】［＊単位：％］ 

  

                             「週に１回」が 29.4％と、最も多

くなっている。 

 

 

 

 

 

 

  

                             無回答のほか、「週に２～３回」

との答えが最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

7.2

2.6

19.6

29.4

21.1

11.9

8.2

0 10 20 30

年に数回

月に１回

月に２～３回

週に１回

週に２～３回

週に４回以上

無回答

ｎ=194① 特定のｸﾗﾌﾞ･ｻｰｸﾙの参加頻度

23.8

9.5

23.8

19.0

4.8

4.8

14.3

0 10 20 30

年に数回

月に１回

月に２～３回

週に１回

週に２～３回

週に４回以上

無回答

ｎ=21② 複数のｸﾗﾌﾞ･ｻｰｸﾙの参加頻度

No. カテゴリー名 基数(人) 構成比(%)
1 特定のクラブ・サークルに参加 194 13.3
2 複数のクラブ・サークルに参加 21 1.4
3 大会や競技会に参加 62 4.2
4 教室に参加 58 4.0
5 個人で自由に行っている 670 45.9
6 民間スポーツクラブ等に参加 82 5.6
7 全く運動していない 414 28.4
無回答 119 8.2
全体 1459 100.0
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                             「年に数回」が過半数で、最も多

くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

                             「週に１回」がいちばん多く、次

いで「月に２～３回」の順になっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

  

                             「年に数回」が 20.6％と最も多い

が、「月に２～３回」（19.3％）、

「週に２～３回」（19.1％）の答

えも僅差で続いている。 

 

 

 

 

 

  

                             「週に２～３回」とする回答が最

も多い。第２位は「週に１回」。 

9.7

1.6

6.5

0.0

6.5

21.0

54.8

0 10 20 30 40 50 60

年に数回

月に１回

月に２～３回

週に１回

週に２～３回

週に４回以上

無回答

ｎ=62③ 大会や競技会への参加頻度

15.5

1.7

12.1

32.8

20.7

6.9

10.3

0 10 20 30 40

年に数回

月に１回

月に２～３回

週に１回

週に２～３回

週に４回以上

無回答

ｎ=58④ 教室への参加頻度

9.4

10.3

19.1

11.9

19.3

9.4

20.6

0 10 20 30

年に数回

月に１回

月に２～３回

週に１回

週に２～３回

週に４回以上

無回答

ｎ=670⑤ 個人で自由に行う頻度

6.1

12.2

43.9

24.4

11.0

0.0

2.4

0 10 20 30 40 50

年に数回

月に１回

月に２～３回

週に１回

週に２～３回

週に４回以上

無回答

ｎ=82⑥ 民間ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ等での頻度



- 90 - 

（２）運動・スポーツを一緒にする人 

   ◇運動・スポーツは「一人で」しているという人が多い 
問 48 あなたは、運動･スポーツを主にどのような人と一緒にしていますか。 

(○は１つだけ) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「一人で」している、という回答が最も多い（30％弱）が、無回答を挟んで、「友人」と、とい

う回答も 20％弱に達している。 

 

【性別／年齢別】     ＊上段…人数（単位：人）、下段…構成比（単位：％） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性では全体や女性に比べ「一人で」のポイントが高く、女性とは 10 ポイント近い差がついて

いる。また男性では「職場の人」のポイントも女性より５ポイントも高くなっている。 

 女性では逆に、全体や男性よりも「家族」のポイントが高くなっている（男性とは 5.5 ポイント

差）。 

年齢が高くなるほど「一人で」運動・スポーツをするという人のポイントが高くなる傾向が見て

とれる。また、20 歳代では「友人」のポイントが全体や他の年代と比べてきわめて高く、65 歳以

上では反対にかなり低めになっていることが分かる。 

23.8

3.2

4.0

6.2

15.8

19.4

27.6

0 10 20 30

一人で

友人

家族

地域の人

その他

職場の人

無回答

単位：％ ｎ=1459

全体 家族 職場の人 友人 地域の人 一人で その他 無回答

合計 1459 230 46 283 91 403 59 347
100.0 15.8 3.2 19.4 6.2 27.6 4.0 23.8

F1   男性 636 81 38 123 36 209 22 127
     100.0 12.7 6.0 19.3 5.7 32.9 3.5 20.0
性   女性 790 144 8 156 53 185 36 208
別   100.0 18.2 1.0 19.7 6.7 23.4 4.6 26.3
F2   20歳代 175 19 7 69 3 41 9 27
     100.0 10.9 4.0 39.4 1.7 23.4 5.1 15.4
年   30歳代 269 71 17 47 9 71 16 38
齢   100.0 26.4 6.3 17.5 3.3 26.4 5.9 14.1
     40歳代 225 46 11 38 17 59 9 45
     100.0 20.4 4.9 16.9 7.6 26.2 4.0 20.0
     50歳代 291 41 7 52 15 78 11 87
     100.0 14.1 2.4 17.9 5.2 26.8 3.8 29.9
     60～64歳 169 14 4 36 17 50 6 42
     100.0 8.3 2.4 21.3 10.1 29.6 3.6 24.9
     65歳以上 298 34 0 36 29 94 7 98
     100.0 11.4 0.0 12.1 9.7 31.5 2.3 32.9
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（３）運動・スポーツを行う公共施設 

   ◇利用されているものの中では「市民センター」、「プール」、「体育館」
など 

問 49 あなたが運動やスポーツを行う場合、主に利用する公共施設はどこですか。 

(○はひとつだけ) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「公共施設は使っていない」という回答が最も多い（36.2％）が、利用されている公共施設の中

では「市民センター」、「プール」、「体育館」などが多く使われていることが分かる。 

 

【居住地域別】 

＊上段…人数（単位：人）、下段…構成比（単位：％） 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

元八王子・恩方・川口（西部地域）と加住・石川（北部地域）において、「市民センター」のポ

イントが高くなっている。また「プール」のポイントは由井・北野（東南部地域）で高い。 

 加住・石川と由井・北野では、「公共施設は使っていない」の割合が周辺より大きくなっている。 

0.6

25.5

0.0

0.8

2.1

2.3

3.6

6.9

7.6

14.5

36.2

0 10 20 30 40

公共施設は使っていない

その他

市民センター

プール

体育館

小学校（体育館や校庭）

テニスコート

陸上競技場

中学校（体育館や校庭）

都立高等学校

無回答

単位：％ ｎ=1459

全体 体育館 陸上競技
場

テニス
コート

小学校
（体育館
や校庭）

中学校
（体育館
や校庭）

都立高等
学校

市民セン
ター

プール 公共施設
は使って
いない

その他 無回答

合計 1459 52 11 31 34 9 0 111 100 528 211 372
100.0 3.6 0.8 2.1 2.3 0.6 0.0 7.6 6.9 36.2 14.5 25.5

F9   本庁管内（中央地 331 15 4 7 9 1 0 23 21 122 46 83
     域）           100.0 4.5 1.2 2.1 2.7 0.3 0.0 6.9 6.3 36.9 13.9 25.1
居   元八王子・恩方・ 237 11 1 2 4 1 0 26 16 77 31 68
住   川口（西部地域） 100.0 4.6 0.4 0.8 1.7 0.4 0.0 11.0 6.8 32.5 13.1 28.7
地   浅川・横山・館 288 3 3 7 5 1 0 17 14 102 53 83
域   （西南部地域）   100.0 1.0 1.0 2.4 1.7 0.3 0.0 5.9 4.9 35.4 18.4 28.8
     加住・石川（北部 110 1 0 3 3 1 0 11 7 46 9 29
     地域）         100.0 0.9 0.0 2.7 2.7 0.9 0.0 10.0 6.4 41.8 8.2 26.4
     由井・北野（東南 216 9 1 6 3 2 0 20 22 84 33 36
     部地域）       100.0 4.2 0.5 2.8 1.4 0.9 0.0 9.3 10.2 38.9 15.3 16.7
     由木・由木東・南 242 13 2 6 10 3 0 14 18 84 35 57
     大沢（東部地域） 100.0 5.4 0.8 2.5 4.1 1.2 0.0 5.8 7.4 34.7 14.5 23.6
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（４）運動をしない・できない理由 

   ◇「子どもの世話・仕事や通勤で時間がない」、「身近に気軽に利用で
きる公共施設がない」などが多い 

問 50 日頃、運動を行わなかったり、運動をしたくても思うように行えない主な理由は何ですか。 

 （○はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもの世話・仕事や通勤で、運動する時間が作れない」（25.6％）、「身近なところに気軽に

自由に利用できる公共施設がない」（25.4％）の選択肢が多く選ばれている。 

 第３位は「費用がかかる」（18.8％）。 

 

5.9

5.8

5.5

5.1

4.2

4.1

2.4

2.0

1.4

19.4

6.4

9.3

9.7

11.3

13.6

18.8

25.4

25.6

0 10 20 30

子どもの世話･仕事等で時間がない

気軽に利用できる公共施設がない

費用がかかる

身近にｽﾎﾟｰﾂのｸﾗﾌﾞ･ｻｰｸﾙがない

他の趣味活動のほうが楽しい

一緒に運動する仲間がいない

スポーツ教室の内容が希望と異なる

ｸﾗﾌﾞ等はあるが内容が希望と異なる

日頃から思うように行えている

その他

病気や怪我により運動ができない

身近でスポーツ教室が開催されない

指導者がいない

気軽に利用できる学校施設がない

運動会等の内容が希望と異なる

運動を行いたいと思わない

身近で運動会等が開催されなかった

無回答

単位：％ ｎ=1459
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（５）地域のスポーツ・レクリエーション活動への協力 

   ◇「協力しなかった」との答えが多く、ほとんどの項目で７割を超え
る 

問 51 あなたは、地域のスポーツ・レクリエーション活動について、過去１年間にどのくらい協力し 

ましたか。１～９の各項目それぞれについてお答えください。（○はそれぞれ１つずつ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの項目についても「協力しなかった」という回答が最も多くなっているが、比較的「協力した」

が多くみられる項目としては「３ スポーツ行事や活動の手伝い・支援」（7.3％）、「１ 公共スポ

ーツ施設や学校開放施設の利用調整」（3.6％）、「２ 利用施設の維持管理」（3.3％）などが挙げら

れる。 

 

3.6

7.3

4.1

3.8

72.7

73.5

69.6

75.3

75.2

19.7

19.9

19.3

20.4

20.7

20.6

20.6

20.6

20.4

0.9

1.5

1.5

3.3

協力した

1.5

1.7

1.7

3.2

2.5

2.5

2.7

2.3

3.2

あまり協力しなかった

4.0

74.8

75.4

76.0

協力しなかった

74.2

無回答単位：％　n=1459

1 公共施設等の利用調整　　　　　

2 利用施設の維持管理　　　　　　

3 行事や活動の手伝い・支援　　　

4 情報提供などの広報活動　　　　

5 スポーツ教室での指導　　　　　

6 スポーツ行事の企画運営　　　　

7 指導者・ボランティアの養成　　

8 クラブリーダーとしての運営活動

9 クラブなどの連合組織づくり　　
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（６）総合型地域スポーツクラブの認知度 

   ◇「まったく知らない」という回答が７割５分近い 
問 52 あなたは、『総合型地域スポーツクラブ』という言葉を知っていましたか。 

『総合型地域スポーツクラブ』 

もともとヨーロッパを中心に発展したもので、地域住民が主体となり、運営するスポーツクラブ

の形態をいう｡特徴としては、①すべての世代が参加できる。②多くの種目が用意され、様々なレ

ベルの教室がある。③質の高い指導者が配置されている。④スポーツ活動を行う拠点となるスポー

ツ施設やクラブハウスがある。⑤自主運営（会費制）がなされている。などが挙げられ、会員一人

ひとりが『クラブ』の運営に関わりながら経営される組織をいいます。 

(○は１つだけ) 

  

 

 

 

 

 

 

 

「まったく知らない」とした答えが圧倒的に多く、75％近くを占めている。 

 

【性別／年齢別／居住地域別】＊上段…人数（単位：人）、下段…構成比（単位：％） 

  

 

                             女性より男性でやや“知ってい

る”割合が大きくなっている。 

 

 

                              20 歳代や 30 歳代では「まったく 

                             知らない」の割合が大きく 80％ 

                             を超えているが、年齢の上昇と 

                             ともに「まったく知らない」の 

                             割合は減少する傾向がみられ、 

                             60～64 歳では「少し知っている」 

                             が３割近くに達している。 

  

                              本庁管内（中央地域）では、「少

し知っている」の割合が周辺地域

よりもやや大きくなっている。 

 

 

無回答

知っている

よく知っている 2.7

16.9

73.8

6.6

単位：％

ｎ＝1459少し

まったく知らない

全体 よく知っ
ている

少し知っ
ている

まったく
知らない

無回答

合計 1459 39 246 1077 97
100.0 2.7 16.9 73.8 6.6

F1   男性 636 21 117 459 39
     100.0 3.3 18.4 72.2 6.1
性   女性 790 18 124 596 52
別   100.0 2.3 15.7 75.4 6.6
F2   20歳代 175 4 20 145 6
     100.0 2.3 11.4 82.9 3.4
年   30歳代 269 9 28 228 4
齢   100.0 3.3 10.4 84.8 1.5
     40歳代 225 7 37 176 5
     100.0 3.1 16.4 78.2 2.2
     50歳代 291 3 51 222 15
     100.0 1.0 17.5 76.3 5.2
     60～64歳 169 5 46 106 12
     100.0 3.0 27.2 62.7 7.1
     65歳以上 298 10 60 177 51
     100.0 3.4 20.1 59.4 17.1
F9   本庁管内（中央地 331 7 63 240 21
     域）           100.0 2.1 19.0 72.5 6.3
居   元八王子・恩方・ 237 6 40 173 18
住   川口（西部地域） 100.0 2.5 16.9 73.0 7.6
地   浅川・横山・館 288 8 44 211 25
域   （西南部地域）   100.0 2.8 15.3 73.3 8.7
     加住・石川（北部 110 2 18 83 7
     地域）         100.0 1.8 16.4 75.5 6.4
     由井・北野（東南 216 8 36 165 7
     部地域）       100.0 3.7 16.7 76.4 3.2
     由木・由木東・南 242 7 39 184 12
     大沢（東部地域） 100.0 2.9 16.1 76.0 5.0
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（７）総合型地域スポーツクラブ利用意向 

   ◇約３割が「入りたい」と回答 若い人ほど関心を持っている 
問 53 あなたは、総合型地域スポーツクラブができたら入りたいですか。 

(○は１つだけ) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「わからない」とした人が最も多く過半数に達したが、「入りたい」と「入りたくない」では「入

りたい」という人の方が多く、３倍近くのポイント差がついている。 

 

【性別／年齢別】 

＊上段…人数（単位：人）、下段…構成比（単位：％） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別による傾向の大きな違いはみられない。 

 年齢別では、若年層ほど「入りたい」のポイントが高い傾向がみとめられ、逆に高年齢層ほど「入

りたくない」のポイントが高くなる傾向がある。 

 

7.1

30.8

11.650.4

単位：％

ｎ＝1459

入りたい

入りたくない

わからない

無回答

全体 入りたい 入りたく
ない

わからな
い

無回答

合計 1459 450 169 736 104
100.0 30.8 11.6 50.4 7.1

F1   男性 636 196 72 330 38
     100.0 30.8 11.3 51.9 6.0
性   女性 790 249 94 386 61
別   100.0 31.5 11.9 48.9 7.7
F2   20歳代 175 63 17 91 4
     100.0 36.0 9.7 52.0 2.3
年   30歳代 269 96 25 146 2
齢   100.0 35.7 9.3 54.3 0.7
     40歳代 225 70 25 119 11
     100.0 31.1 11.1 52.9 4.9
     50歳代 291 85 39 153 14
     100.0 29.2 13.4 52.6 4.8
     60～64歳 169 51 19 85 14
     100.0 30.2 11.2 50.3 8.3
     65歳以上 298 79 42 122 55
     100.0 26.5 14.1 40.9 18.5
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（８）クラブで行いたいスポーツ 

   ◇「健康体操」、「ウォーキング」、「水泳」などが人気 
問 54 あなたは、総合型地域スポーツクラブに入るとしたら、どのようなスポーツを行いたいですか。 

(○は１つだけ) 

  

                                  「健康体操」が最も多

く選ばれている種目で

ある（16.2％）。 

それに「ウォーキン

グ」（14.2％）、「水泳」

（10.3％）などが続いて

いる。 

選択者ゼロの種目は

なかった。 

 

3.8

3.1

2.9

2.8

2.6

2.6

2.6

2.4

2.0

1.6

1.4

1.4

1.1

1.0

0.9

0.7

0.7

13.4

0.1

0.2

3.9

4.3

7.1

8.2

9.3

10.3

14.2

16.2

0 10 20

健康体操

ウォーキング

水泳

登山・ハイキング等野外活動

トレーニング（器具をつかうもの）

テニス

その他

ゴルフ

ダンス

ボウリング

バドミントン

釣り

スキー・スケート・スノーボード

卓球

野球

武道

サイクリング

サッカー

バレーボール

バスケットボール

ジョギング

ソフトボール

グラウンドゴルフ

ネオテニス

ゲートボール

陸上競技

体操競技

無回答

単位：％

ｎ=1459
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（９）クラブに指導者やスタッフとして参加したいか 

   ◇いずれも「参加したくない」が「参加したい」の数倍 「参加した
い」は１割未満 

問 55  あなたは、総合型地域スポーツクラブができたらスポーツの指導者や運営スタッフとして参加

したいですか。（それぞれ○は１つだけ） 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ指導者としても運営スタッフとしても、「参加したい」に比べて「参加したくない」の

ポイントが数倍になっており、圧倒的に多くなっている。 

 いずれにおいても「参加したくない」と「わからない」の合計は 80％超となっている。 

 

 

6.2

47.436.8

9.6

単位：％

ｎ＝1459

(1) 指導者として 参加したい

参加したくないわからない

無回答

したい

9.4

39.2
41.7

9.7

単位：％

ｎ＝1459

(2) スタッフとして

参加

参加したくない
わからない

無回答
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（10）適当と考える会費 

   ◇８割弱の人が月額“2,000円まで”が適当と考えている 最も多い
答えは「501～1,000円」 

問 56  総合型地域スポーツクラブは会費制となりますが、あなたは月額会費はどのくらいが適当と考

えますか。 

    (○は１つだけ) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最も多い回答は月額「501～1,000 円」で、３割弱を占めている（27.4％）。 

 ２番目に多い答えは「1,001～1,500 円」（18.4％）、３番目は「300～500 円」（17.1％）となって

いる。 

 比較的低価格帯に回答が集中する傾向があり、「1,501～2,000 円」も合わせて、“2,000 円まで”

の選択肢を 77.8％の人が選んでいる。 

 

11.8

3.9

6.4

14.9

18.4

27.4

17.1

0 10 20 30

300～500円

501～1,000円

1,001～1,500円

1,501～2,000円

2,001～2,500円

2,501円以上

無回答

単位：％ ｎ=1459




